
株式会社レゾナック ⿓野事業所

「TPM」・「⿓野三⾰新（TTI）活動」
〜⼯夫を凝らし続けた安全活動〜
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155億円資本⾦株式会社レゾナック社 名

東京都港区東新橋1-9-1 東京汐留ビルディング本社所在地1962年10⽉設 ⽴

23,936⼈連結従業員数
※

1兆3,915億円
（IFRS適⽤）

連結売上収益
※

103社連結⼦会社※

株式会社レゾナックの概要

※2024年度実績

半導体・
電⼦材料
4,451億円

海外
48％

モビリティ
2,155億円

イノベーション材料
970億円

ケミカル
5,172億円

その他
1,166億円

国内
52％

セグメント別
売上収益

（IFRS適⽤）
連結従業員
構成⽐

海外
55.8
％

国内
44.2
％

売上収益
構成⽐
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レゾナック⿓野事業所の紹介
株式会社レゾナックの国内拠点

⿓野事業所の概要
所在地 ：兵庫県たつの市
敷地⾯積 ：96,000m2

従業員数 ：212名
協⼒企業員数：152名

主な製品
・不飽和ポリエステル・ビニルエステル樹脂
・合成樹脂エマルジョン・溶剤系樹脂
・チャックテープ
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⿓野事業所全景

⼭陽本線

⼭陽新幹線

総⾯積：96,000㎡（甲⼦園球場2.5個
分）

揖保川



5©Resonac Corporation All Rights Reserved.

⿓野事業所の沿⾰
1971年（昭和46年） ⼤阪3⼯場（⼤阪⼯場、寝屋川⼯場、淀川⼯場）を統合し

昭和⾼分⼦株式会社⻯野⼯場新設
1972年（昭和47年） ポリエステル⼯場操業開始
1978年（昭和53年） エマルジョン、ビニロール⼯場操業開始
2000年（平成12年） ハイパック⼯場操業開始
2009年（平成21年） ⽇化協安全努⼒賞受賞
2010年（平成22年） 昭和電⼯株式会社と合併
2013年（平成25年） TPM優秀賞受賞
2014年（平成26年） 消防庁⻑官優良危険物関係事業所表彰受賞
2015年（平成27年） ⽇化協安全優秀賞受賞
2017年（平成29年） TPM継続賞受賞
2019年（平成31年） 「⿓野三⾰新（TTI）活動」開始
2023年（令和5年） 株式会社レゾナック⿓野事業所として始動
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⿓野事業所製品紹介

①リゴラック・リポキシ（不飽和ポリエステル・ビニルエステル樹脂）

②ポリゾール（合成樹脂エマルジョン）

③エクシール（チャックテープ・チャック袋）

⿓野事業所の3つの製品群
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リゴラック BMC
樹脂成形材料

①「不飽和ポリエステル・ビニルエステル樹脂」製品の主な⽤途

リゴラック
不飽和ポリエステル樹脂

リポキシ
ビニルエステル樹脂

FRP浄化槽 ⼈⼯⼤理⽯ ⾈艇

ヘルメット 耐⾷タンク ⼯場床ライニング

HEV⽤モーター封⽌ エアコン⽤モーター封⽌ ランプリフレクター
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②「合成樹脂エマルジョン」製品の主な⽤途

ポリゾール
合成樹脂エマルジョン

LIB負極⽤バインダ 景観塗料⽤バインダ 粘着材 建材
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③「チャックテープ・チャック袋」製品の主な⽤途

山陽本線

新幹線

製品名：ﾁｬｯｸ袋、ﾁｬｯｸﾃｰﾌﾟ
食品用途（ﾎﾞｲﾙ食品用）、医療用途など使用

密閉ｼｰﾙ部高密閉チャック エクシール®

防災用途製品（高密閉性、防臭用）

サニタクリーン給⽔袋 3L嫌気培養袋医療用袋
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誰もが働きたくなる⿓野事業所を⽬指して

安全・安定・安⼼(健康)⽣産できる
職場環境が快適
価値を⽣み出し続ける

⾼付加
価値

⼈・モノ
投資

安定
育成

社会
貢献

価値を
⽣み出す
＋

提供し
続ける

安全、効率化
業務環境整備
⼈財、教育
変⾰ 計画的に適確な投資

働きがいのある職場

働きやすい事業所

REC社員だけでなく、
⿓野事業所で働く仲間ともに
（協⼒企業の⽅々）

ステークホルダー
承認



11©Resonac Corporation All Rights Reserved.

⿓野事業所の安全成績

2024202320222021202020192018201720162015年度
32.032.833.934.533.132.433.433.033.034.0延労働時間数(万時間)

0000000000休業件数
1000001000不休業件数

協⼒企業員実績 ： 休業災害は2003年1⽉23⽇以降発⽣していません

従業員実績 ： 休業災害は1997年2⽉6⽇以降発⽣していません

2024202320222021202020192018201720162015年度
55.056.858.959.556.154.755.353.954.655.5延労働時間数(万時間)

0000000000休業災害件数
1000000000不休業件数
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１．TPM活動
「べとべと君とピカピカ君」 「安全18ヶ条」 「危険体感教育（粉じん爆発・薬傷）」

２．⿓野三⾰新（TTI）活動とは
・TTI活動とは
・⽬標達成シート（マンダラチャート）
・各種活動の経緯

３．活動事例
①TOP活動の事例
②教育・訓練計画
③「公開作業」 「教育道場」

⿓野事業所の安全への取り組みについて
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2423222120191817161514131211100908070605
年

⿓野事業所における各種安全活動の経緯

TPM TTI活動

公開作業▽

・20年間の安全活動のトピックスを⼀覧にしました。TPMやTTI活動を通じて実
施してきた安全活動の事例を紹介します。

危険体感教育（粉塵・薬傷）
危険体感教育（各課独⾃／被液・薬傷）

TOP活動
3S活動

▽教育道場（スキルアップセンター）

▽「べとべと君」と「ピカピカ君」 ▽安全おじさん

マンダラチャート

▽安全18ヶ条
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TPM活動〜べとべと君とピカピカ君と安全おじさん〜
「べとべと君」 ：樹脂をこぼしたり、樹脂で汚れた⼿で、設備を触ったり作業服で拭いたりしたことで、

現場や作業服は常に汚れた状態で、プラント内にも汚れが拡散してしまっていました。
「ピカピカ君」 ：TPM活動の⾃主保全により、作業と習慣を⾒直し、きれいな作業服とプラントを維持

できるようになりました。
「安全おじさん」：三⾰新活動に移⾏した今では、運転員による安全作業のポイントをお知らせする活動

に変わりました。

べとべと君

過去の姿には決して戻らない、更なる安全に向けた活動を継続する！
ピカピカ君 安全おじさん
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2011年に制定された「⿓野事業所安全18ヶ条」は、現在もなお、毎朝の朝会における読み合わせ等に
継続して活⽤されており、⿓野事業所における独⾃の安全⽂化として着実に根付いております。

⿓野事業所 安全18ヶ条



16©Resonac Corporation All Rights Reserved.

危険体感教育・・・粉じん爆発

⇒粉体原料を取り扱っている私たちの作業においては粉じん
爆発が発⽣するリスクがあります。
そこで、粉じん爆発がどのようなものなのか、より現実感を出
すため、実際に私たちが取り扱っている原材料を使⽤し、体
感装置で粉じん爆発を発⽣させてその怖さを体感する教育
を実施しています。

←体感装置で粉塵爆発を
起こした瞬間
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危険体感教育・・・薬傷

私たちが使⽤している原材料の中には腐⾷性のある化学物質が含まれています。被液すること
でどうなるかを⽪膚の代わりに「鶏⾁」を使って、実際の原材料を滴下し、鶏⾁が変化する状況
を観察することで、取り扱っている原材料の危険性を体感してもらいしました。
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TTI活動とは

TPM活動で学んだこと経験したことを活かし、⿓野事業所が更に⾶躍するため、2019年より、
独⾃活動である⿓野三⾰新活動（TTI活動）を開始。

TTI ＝ Tatsuno Three Innovations
⿓野 三 ⾰新

製造⾰新、製品⾰新、供給⾰新、
TOP 活動※、3S 活動、
安全環境、⼈材育成
全部で７つのチーム（部会）で活動

＊TOP：Tatsuno Oita Production
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TTI活動における⽬標を視覚的に明⽰するとともに、重要８項⽬についてはKPIを設定し、⽬標
達成に向けた進捗管理を実施しております。

⿓野事業所⽬標達成シート（マンダラチャート）
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全社5年間分の労働災害集計・分析！ ・年齢
・経験年数
・被災内容

etc・・・

・傾向が判明！
・注意ポイント選定！
・⿊板作成！！20歳

未満
20〜
25歳

26〜
30歳

31〜
35歳

36〜
40歳

41〜
45歳

46〜
50歳

51歳
以上

1年
未満

3年
未満

5年
未満

7年
未満

10年
未満

13年
未満

15年
未満

15年
以上

切創 ⽕傷 躓き 転倒 転落 ⾻折 打撲
(捻挫)

挟ま
れ

被液 その
他

有 無 有 無 〇 × 頭部 顔 腕 ⼿指 胸 腹 背中 腰 ⾜ ⾜指 死亡 重篤 休業 不休 軽微 重⼤ヒ
ヤリ

①
2024/2/5 3本ロール⽤
ブレード拭き取り時の切
創

● ● ● ● ● ● ● ●

②
2024/1/18 アンモニア
空容器荷下ろし中に⾞両
荷台から転落

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③
2024/1/24 アルミニウ
ム溶湯⾶来による背中中
部の⽕傷

● ● ● ● ● ● ● ● ●

④ 2024/1/15 凍結路⾯で
の転倒災害 ● ● ● ● ● ● ● ●

⑤ 2024/1/11梱包作業時に
腰痛 ● ● ● ● ● ● ●

⑥ 2024/1/18千⿃回転機整
備⼯場内で転倒 ● ● ● ● ● ● ● ●

⑦
2024/1/30 ⾦属板を研
磨する際、砥⽯に指を挟
まれた

● ? ● ● ● ●

被災部 被災区分

2024年労働災害発⽣分類表

No, 件名
被災者年齢 経験年数 被災分類 専⽤保護具着⽤ ⼿順(ルール) ⼿順遵守

54 2024/6/10 JET洗浄準
備中に被液 ● ● ● ● ●

55
2024/6/27 歩⾏中にカ
セット運搬台⾞と衝突
し、眉⽑の下に裂傷

● ● ● ● ●

56 2024/7/03 スラリー作
製時の右⼿⼩指内側裂傷 ● ● ● ● ● ● ●

57
2024/7/04 電材⽤ガス
製品ラック固縛作業中に
⾞両⼆台から転落

● ● ● ● ● ●

58 2024/7/17 ⽳あけ作業
時の右⼿中指負傷 ● ● ● ● ● ●

2 3 2 2 2 7 11 16 7 9 4 2 4 1 1 14 12 1 4 7 9 12 9 13 3 5 13 7 21 13 0 24 5 9 7 19 0 1 3 5 9 1 1 0 29 22 0 3計58件

中略

TOP活動（製造課独⾃の安全活動事例の紹介）
私たちは「類似災害を仲間に味合わせたくない」という強い思いのもと⾃ら考案した安全活動を
取り組み展開しています。

拡⼤図
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安全活動の計画概要・・・教育・訓練・⾏事の年間計画

山陽本線

新幹線

・教育および訓練などについては年間計画を各部署毎に作成し、⼀覧化しています。実施結果に
ついては安全衛⽣委員会にて紹介をし、共有しています。
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「公開作業」とは、他部署、他事業所の⽅々に作業を⾒ていただき、違った視点で良い点や
改善点を共有する取り組みです。

公開作業
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⿓野事業所で働く⼈たちが設備に強くなり、安全安定操業や設備改善につなげることができる
よう、スキルアップセンターを設⽴し、機器現物を使った教育や設備事故の事故当時の資料や現
物を活⽤した教育をするための教育道場として活⽤してきました。

教育道場（スキルアップセンター）

安全意識の向上
設備事故での教訓を⾵化させない
為、事故当時の詳細資料・現物
⾒本を展⽰

実技教育が可能
スキルアップセンター復活に伴い、
機器現物を扱っての教育が可能

⾃主学習も可能
誰もが気軽に⼊室し、設備につい
て⾃主学習可能

他部⾨の講習参加
製造部だけではなく、開発部からも
講習に参加
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当事業所におきましては、TPM活動及び、これをさらに発展させたTTI活動を通じ、
現場における創意⼯夫を基盤とした安全活動の推進に努めてまいりました。

現場の実情に即して、⾃ら主体的に考案・実施してきたボトムアップ活動と、
経営職によるトップダウンの施策がうまく融合することで継続的かつ効果的な
安全活動が実現できているものと認識しております。

まとめ




